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明
朗
犬
野
甫
の
建
設
ば

森
広
市
長
初
登
庁

八
月
十
一
日
午
前
十
時
、
二
代
目
大
野
市
長
森
広
治
兵
衛
氏
は
市

役
所
に
初
登
庁
、
全
職
員
に
対
し
て
今
後
四
年
間
、
四
万
七
千
市

民
の
よ
き
市
長
に
な
っ
て
市
政
を
担
当
し
た
い
か
ら
協
力
を
望
む

と
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
（
森
広
市
長
の
あ
い
さ
つ
）

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
市
民
各
位
の
絶
大
な
る

御
支
援
を
得
ま
し
て
、
市
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、
わ
た
く
し
の
誠
に
光
栄
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
つ
感
激

に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

　

し
か
し
な
が
ら
素
よ
り
浅
学
非

才
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
重
責
を

果
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
危
惧

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
玄
す

が
、
明
る
く
豊
か
な
大
野
市
の
建

設
に
専
念
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

本
市
に
お
き

ま
し
て
は
新
市

建
設
の
途
に
あ

り
、
重
大
な
問

題
が
山
積
し
て

い
る
の
で
あ
り

玄
す
が
賢
明
な

る
前
市
長
の
手

に
よ
っ
て
立
て

ら
れ
た
大
野
市

建
設
計
画
を
尊

重
し
、
市
民
各

位
の
声
を
市
政

に
大
い
に
反
映

し
新
し
い
時
代

に
マ
ッ
チ
し
た
市
政
を
推
進
し
て

市
民
生
活
の
向
上
と
市
勢
の
伸
展

に
努
力
し
、
そ
の
重
責
を
果
す
べ

く
微
力
を
捧
げ
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
前
市
長
に
変
ら
ぬ
市

民
各
位
の
御
支
援
と
御
鞭
捷
を
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

斎
藤
前
市
長

退
任
の
あ
い
さ
つ

酷
暑
の
候
を
迎
え
市
民
の
皆
様

に
は
い
よ
い
よ
御
健
勝
の
こ
と
と

慶
祝
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
た
く
し
は
今
回
任
期

満
了
に
よ
り
大
野
市
長
の
職
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

顧
り
み
れ
ば
去
る
昭
和
二
十
九

年
七
月
市
制
施
行
と
と
も
に
市
長

職
務
執
行
者
と
な
り
、
引
続
き
皆

様
方
の
絶
大
な
る
御
支
援
に
よ
り

栄
あ
る
初
代
市
長
に
就
任
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
私
生

涯
の
光
栄
と
感
激
に
た
え
な
い
次

第
で
あ
り
ま
す
。
以
来
今
日
ま
で

四
ヵ
年
間
市
制
そ
う
そ
う
の
間
に

あ
り
な
が
ら
、
市
民
各
位
の
御
協

力
と
御
援
助
に
よ
っ
て
数
々
の
事

業
を
行
い
新
市
の
形
態
を
整
え
っ

つ
大
過
な
く
任
期
を
満
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
感
謝
の

外
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
こ
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
一
市
民
と
し
て
新
市
長

に
協
力
し
市
勢
の
伸
展
に
尽
し
、

皆
様
方
の
御
厚
情
に
お
報
い
す
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
こ
と
に
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す

が
二
言
申
述
べ
ま
し
て
退
任
の
御

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

j
つ

さいあの長市前藤斎ぐ

有
西
小
第
二
期
工
事
契
約
な
ど

第
2
8
回
臨
時
市
議
会

四
議
案
を
可
決

　

第
二
十
八
回
臨
時
市
議
会
は
八

月
七
日
午
後
二
時
四
十
分
か
ら
、

大
野
市
役
所
下
庄
出
張
所
に
お
い

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
四
時
、
上
提
議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
後
、
斎
藤
市
長

の
退
任
の
あ
い
さ
っ
と
森
広
新
市

長
の
あ
・
い
さ
っ
が
あ
っ
て
散
会
し

ま
し
た
。
上
提
議
案
は
次
の
と
お

△
議
案
第
四
十
七
号
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
上
庄
小
学
校
校

舎
新
築
第
三
期
工
事
八
百
四
十
万

円
、
請
負
人
杉
川
三
助
氏
と
有
終

西
小
学
校
校
舎
新
築
第
二
期
工
事

二
千
四
百
万
円
を
石
黒
建
設
と
そ

れ
ぞ
れ
請
負
契
約
を
結
び
議
会
の

同
意
を
得
た
。

△
議
案
第
四
十
八
号
財
産
の
買

入
れ
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
福
井
地

方
法
務
局
大
野
支
局
の
新
築
用
地

に
充
て
る
た
め
、
亀
山
ふ
も
と
の

三
百
八
十
四
坪
を
市
が
四
百
五
十

万
円
で
一
時
買
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
承
認
を
求
め
た

△
議
案
第
四
十
九
号
財
産
の
処

分
に
つ
い
て
前
議
案
に
関
連
す

る
用
地
上
の
建
物
の
売
却
処
分
の

承
認
を
求
め
た
。

△
議
案
第
五
十
号
財
産
の
売
却

に
つ
い
て
有
終
西
小
学
校
新
築

二
期
工
事
の
施
行
に
つ
い
て
、
旧

校
舎
の
取
除
き
を
必
要
と
す
る
旧

校
舎
の
売
却
承
認
を
求
め
た
。

市
政
ニ
ュ
ー
ス
を

お
聞
き
く
だ
さ
い

　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
会
議
の

模
様
な
ど
、
市
政
の
動
き
を
毎
週

金
曜
日
の
午
後
四
時
四
十
五
分
か

ら
十
五
分
間
、
皆
さ
ん
に
N
H
K

福
井
放
送
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
な
り
室
し
た
。

　

こ
れ
は
N
H
K
福
井
放
送
局
の

計
い
で
、
毎
週
日
曜
日
を
除
く
ほ

か
、
毎
日
午
後
四
時
四
十
五
分
か

ら
十
五
分
間
、
広
報
ダ
イ
ヤ
ル
の

番
組
が
組
ま
れ
、
官
庁
広
報
の
徹

底
を
図
る
こ
と
に
な
つ
た
か
ら
で

す
。
こ
の
時
間
に
は
I
、
一
六
〇

か
六
〇
〇
に
I
フ
ジ
オ
の
ダ
イ
ヤ
ル

を
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

主
な
も
く
じ

（
一
面
）
△
森
広
市
長
の
初
登
庁

△
第
2
8
回
臨
時
市
議
会
△
市
政

一
ニ
ー
ス
△
風
見
鶏
（
二
面

）
△
幹
線
水
路
第
二
期
工
事
完
成

△
市
長
選
の
女
子
投
票
串
△
米

作
、
豊
作
予
想
△
農
事
メ
七
（
三

面
）
△
東
大
月
橋
完
成
△
明
る

い
市
民
△
林
業
メ
七
△
気
象

概
況
（
四
面
）
△
国
保
相
談
室

△
か
る
た
△
今
月
の
行
事
△

風
土
記
△
声

風
見
鶏

▼
八
月
三

日
、
大
野

市
長
選
挙

は
八
七
％
と
い
う
予
想
以
上
の
市

民
関
心
の
も
と
に
終
っ
た
。
斎
藤

市
政
か
ら
更
に
森
広
市
政
と
、
こ

こ
に
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
▼
大
野
市
と
い
う
建
設
当

初
か
ら
の
夢
と
で
も
言
う
か
、
又

目
顔
で
も
あ
る
「
田
園
都
市
」
の

建
設
は
、
そ
の
地
域
性
か
ら
も
又

日
本
建
設
の
将
来
性
か
ら
み
て
も

至
極
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
思

う
。
▼
一
体
我
が
国
は
消
費
文
化

だ
け
は
世
界
一
流
で
あ
る
と
い
う

そ
の
例
は
、
銀
座
や
道
頓
堀
の
目

も
き
ら
め
く
ネ
オ
ン
や
バ
ー
、
キ

ャ
バ
レ
ー
の
洪
水
で
あ
り
、
世
界

一
を
誇
る
テ
レ
ビ
塔
の
建
設
で
あ

り
、
そ
の
他
例
を
挙
げ
れ
ば
限
り

が
な
か
ろ
う
。
▼
こ
こ
に
田
園
都

市
の
も
っ
意
味
は
大
体
う
な
ず
か

れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
い
わ
ゆ

る
生
産
性
の
あ
る
都
市
で
あ
り
働

き
動
く
都
市
の
意
味
な
の
で
あ
る

周
囲
が
田
園
に
か
こ
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
は
な
く
て
、
都
市
部
と
農

村
部
と
に
分
れ
て
い
よ
う
と
も
、

そ
こ
に
有
機
的
な
り
な
が
り
の
あ

る
能
動
的
な
生
産
都
市
を
言
う
の

で
あ
る
。
▼
お
な
じ
花
祭
り
で
も

日
本
の
サ
タ
ラ
と
オ
ラ
ン
ダ
の
花

ま
っ
り
（
花
キ
）
と
で
は
根
本
か

ら
し
て
違
う
。
前
者
は
消
費
で
後

者
は
生
産
の
上
に
た
っ
て
の
い
き

方
で
あ
る
。
市
制
発
足
の
緒
に
抱

い
た
念
願
は
一
応
土
壌
に
根
を
下

し
た
。
こ
れ
を
育
て
る
肥
培
管
理

こ
そ
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
・

ろ
う
。



市街地の清火水は完ぺき
一号幹線水路第2期工事八月未完成

　

市
街
地
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
の
第
一

号
幹
線
水
路
第
二
期

工
事
は
六
月
1
工
、

木
本
開
拓
地
の
か
ん

が
い
排
水
路
（
木
本

開
拓
地
か
ら
赤
根
川

に
流
れ
る
）
の
水
を

下
舌
小
山
出
張
所
横

で
取
入
れ
、
春
日
野

市
営
住
宅
の
地
点
ま

で
の
七
百
八
十
メ
ー

ト
ル
を
幅
七
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
を
百
五

十
万
円
の
工
費
で
八
月
末
に
完
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
水
路
完
成
の
暁
は
市
街
地
心
消

火
用
水
に
完
ぺ
き
を
期
す
こ
と
が
で

き
ま
し
よ
う
。
な
お
第
三
期
工
事
で

既
設
水
路
の
補
修
が
な
さ
れ
る
と
と

も
に
、
五
百
八
十
メ
ー
ト
ル
の
新
設

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

（
写
真
上
は
取
水
口
下
舌
地
籍
、

下
は
第
二
期
工
事
の
完
成
分
母
子

寮
前
）

3
0
年
度
を
上
回
る
豊
作
予
想

米作

今
年
の
稲
作
気
象
は
、
紳
武

以
来
の
豊
作
と
う
た
わ
几
だ

昭
和
三
十
年
よ
り
以
上
に
高

温
多
照
に
恵
ま
れ
、
今
後
の
台
風
が

玄
ぬ
が
れ
れ
ば
、
昭
和
三
十
年
の
豊

作
を
I
～
二
割
上
回
る
増
収
が
見
込

ま
れ
、
農
業
指
導
者
や
農
民
を
喜
ば

せ
て
い
ま
す
。

　

市
営
農
場
の
試
験
結
果
を
示
し
て

み
る
と
次
の
よ
う
で
や
。

△
大
野
地
方
稲
作
気
象

　

（
昭
和
5
0
年
度
）
四
月
の
天
候
は

不
順
で
と
く
に
中
旬
の
寒
波
は
除
紙

を
し
た
保
温
折
衷
苗
代
に
冷
害
を
与

え
た
。
水
苗
代
は
一
般
に
、
は
種
が

遅
れ
た
が
下
旬
か
ら
温
暖
と
な
り
そ

の
後
の
生
育
は
良
好
で
あ
っ
た
。
本

田
の
生
育
期
間
は
極
め
て
恵
だ
れ
た

気
候
と
な
り
雨
私
少
か
っ
た
。

　

八
月
下
旬
か
ら
急
激
に
気
温
が
低

下
し
雨
も
少
か
っ
た
。
九
月
下
旬
よ

り
降
雨
日
が
多
く
以
後
秋
は
不
順
で

中
晩
稲
で
は
穂
首
イ
モ
チ
の
発
生
を

見
、
極
早
稲
、
早
稲
の
よ
う
に
よ
い

結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

（
咄
和
5
3
年
度
）
四
川
中
の
天
候

は
三
ナ
ヰ
度
よ
り
好
天
で
あ
っ
た
が

苗
代
中
期
に
於
て
寒
暖
の
差
が
激
し

く
山
間
部
一
ご
は
一
部
霜
害
を
受
け
た

　

市
内
大
部
分
の
苗
代
に
赤
枯
病
が

発
生
L
だ
が
、
育
苗
は
良
好
で
本
田

の
生
育
期
間
は
気
別
に
於
て
は
三
十

年
度
と
同
温
仙
度
で
え
る
が
、
湿
度

は
極
度
に
低
く
稲
作
気
象
最
上
の
火

侯
で
降
雨
も
僅
少
で
あ
る
。

△
昭
和
三
十
年
度
及
本
年
度
の
水
稲

　

代
表
品
種
の
成
育
調
査

　

三
十
年
（
カ
ッ
＝
内
三
三
年
）

ほ
う
ね
ん
わ
せ

　

茎
数
二
I
・
五
草
丈
八
七
●
八

　
　
　

（
二
四
・
三
）
（
七
九
●
七
）

農
林
三
十
号

　
　
　
　

一
七
・
四
八
五
・
五

　
　
　

（
二
二
・
六
）
（
八
〇
・
九
）

山
陰
一
七
号

　
　
　
　

一
八
●
六
八
二
・
〇

　
　
　

（
一
九
●
八
）
（
八
三
・
五
）

こ
が
ね
な
み

　
　
　
　

一
八
●
九
八
三
・
〇

　
　
　

（
二
四
・
〇
）
（
八
三
。
八
）

△
備
考
品
種
試
験
よ
り
施
肥
量
は

　

同
じ
N
1
1
－
W
P
一
・
五
K
一
一
・
一
一

以
上
の
様
に
茎
数
に
於
て
三
十
年
度

を
上
回
り
、
出
穂
も
極
早
稲
で
三
日

早
く
、
中
晩
稲
で
五
日
程
度
早
ま
る

も
の
と
思
わ
れ
、
こ
ん
ご
好
天
が
続

け
ば
三
十
年
度
よ
り
I
～
二
％
の
増

収
が
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

女
子
の
投
票
率
は
八
九
ダ

市長選挙

二
代
口
入
野
市
長
を
決
め
る

投
票
は
八
リ
ェ
d
行
わ
れ
玄

し
た
が
開
票
の
結
果
は
森
広

治
兵
衛
氏
が
当
選
し
ま
し
た

　

男
女
の
投
票
率
は
沢
の
と
お
り
で

す
が
、
前
回
の
市
長
選
孚
の
男
子
八

三
％
、
女
子
八
六
％
に
比
べ
る
と
今

回
は
い
ず
れ
も
上
回
っ
て
お
り
、
と

く
に
女
子
の
投
票
率
が
今
ま
で
の
選

挙
に
見
ら
れ
な
い
高
率
を
示
し
て
い

る
串
心
婦
人
の
政
治
的
関
心
が
高
ま

っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

　
　

候
補
者
別
得
票
数

森
広
冶
兵
衛
一
三
、
九
〇
八
票

前
ご
い
五
郎
兵
衛
九
、
五
五
〇
票

　
　
　
　
　

無
効
投
票
数
八
四
栗

　
　

選
挙
当
日
の
有
権
者
数

男
こ
I
、
六
三
三
人

女
一
四
、
一
四
二
人

　
　

投
票
者
数

男
一
〇
、
八
七
〇
人

女
一
二
、
五
七
七
人

　
　

棄
権
者
数

男
一
、
六
六
三
人

女
一
、
五
六
五
人

　
　

投
票
率

男
八
六
●
八
四
ら

女
八
八
・
九
〇
％

平
均
八
七
・
九
四
ら

稽
作
の
増
収
は
市
営
農
場
の
種
子
で

　

稲
作
増
収
の
第
一
要
素
は
良
い
品

腫
を
選
ニ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
市
営

農
場
（
工
惣
で
は
こ
の
目
的
を
果

す
た
め
に
大
野
胞
方
に
適
し
た
優
良

品
縮
≒
娠
選
L
、
し
か
も
良
い
種
七

ミ
を
生
産
す
る
た
め
に
一
町
二
反
の

採
種
匝
を
設
置
L
て
、
市
内
の
農
家

に
配
布
す
る
よ
う
計
画
を
た
て
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
栽
培
、
管
理
、
病
虫
害
防

除
な
ら
び
に
選
穂
に
万
全
に
尽
L
て

い
ま
す
の
で
順
調
な
生
育
を
し
て
い

ま
す
。
同
農
場
で
は
熱
心
な
農
民
の

方
々
の
参
観
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
種
子
の
申
込
は
九
月
中
旬
ま

で
に
農
務
課
玄
た
は
、
各
農
業
協
同

組
合
あ
て
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

種
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

（
極
早
稲
）
ほ
う
ね
ん
早
稲
、
め
ぐ

　

秘
早
稲
（
中
晩
稲
）
ふ
く
み
の
り
、

　

や
玄
こ
が
ね
、

種
子
は
数
量
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
申
込
順
に
配
布
す
る
計
画
を

し
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
採
種
圃
で
の
選
穂
作
業
）

農傭プ篤岑

〔
首
い
も
ち
〕

農
薬
が
発
達
し
た
こ

の
ご
ろ
で
は
病
虫
害

で
取
り
落
し
た
の
で

は
残
念
で
す
か
ら
、

最
後
の
締
め
く
く
り

を
特
に
切
望
し
ま
す

　

早
稲
は
七
月
下
旬

か
ら
八
月
上
旬
に
、
中
晩
稲
で
は
八

月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
発

生
し
ま
す
。
出
穂
前
後
一
～
二
週
間

不
良
天
候
が
続
く
と
発
生
が
多
い
で

す
か
ら
、
出
穂
直
前
と
穂
ぞ
ろ
い
期

の
二
回
水
銀
剤
を
散
布
1
ま
す
。

〔
う
ん
か
〕
セ
ジ
ロ
う
ん
か
、
ツ

マ
グ
ロ
ヨ
ユ
パ
イ
は
す
で
に
多
発
し

て
い
ま
す
。
被
害
の
大
き
い
秋
ウ
ン

カ
は
田
圃
の
中
央
部
に
ま
ず
発
生
す

る
性
質
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
八
月
中

旬
に
は
い
っ
た
ら
五
日
目
ご
と
に
早

朝
田
の
中
へ
は
い
っ
て
発
生
の
状
況

を
調
べ
て
、
発
見
し
た
ら
直
ち
に
普

及
員
、
営
農
指
導
員
な
ど
に
連
絡
し

て
防
除
体
制
を
整
え
る
よ
う
努
め
て

く
だ
さ
い
。
今
年
は
台
風
の
発
生
も

早
く
、
発
生
の
早
い
年
は
発
生
の
度

数
も
多
い
で
す
。

　

水
害
田
で
は
白
葉
枯
病
、
七
ン
ガ

レ
病
、
小
粒
菌
核
病
な
ど
が
必
ず
発

生
し
玄
す
か
ら
セ
レ
サ
ン
（
三
キ
ロ

）
モ
ン
ゼ
ツ
ト
（
三
キ
ロ
）
1
合
剤

を
反
当
六
罷
散
布
し
ま
す
。

　

〔
そ
菜
〕
八
月
は
各
種
秋
作
物
の

は
種
期
で
す
。
大
根
、
白
菜
、
ホ
ウ

レ
ン
草
を
ま
き
タ
マ
ネ
ギ
、
ナ
タ
ネ

の
苗
床
を
作
り
ま
し
よ
う
・
。

　

結
球
白
菜
は
近
ご
ろ
新
品
種
が
続

々
生
れ
て
、
は
種
期
も
旧
盆
過
ぎ
に

玄
で
繰
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
販
売
を
目
的
と
す

る
も
の
は
い
ず
れ
も
品
種
を
統
一
し

て
共
同
出
荷
に
依
り
「
大
量
整
こ

を
計
画
的
に
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
か
ら
、
農
協
な
ど
と
よ
く
相
談

1
て
う
ま
く
や
っ
て
く
だ
さ
い
。



東
大
月
橋
、
八
月
末
に
完
成

橋
脚
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

　

中
津
川
、
東
大
月
、
西
大
月
。
小

矢
戸
、
太
田
、
庄
林
、
中
野
と
市
の

北
西
を
貫
く
環
状
道
路
は
、
産
業
、

観
光
両
面
の
発
達
に
雷
要
視
さ
れ
、

こ
の
改
修
計
画
を
立
て
て
い
迎
す
が

そ
い
一
環
と
し
て
東
大
月
と
小
矢
戸

を
結
ぶ
東
大
月
橋
を
工
費
五
十
八
万

円
で
七
月
着
工
、
八
月
末
完
成
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　

橋
脚
は
n
ン
ク
Z
A
―
－
’
－
、
幅
二
・

七
メ
ー
ト
ル
、
延
長
ニ
ヒ
●
五
メ
ー

ト
ル
の
木
橋
で
あ
り
ま
す
。

君
が
代
橋

上
部
工
に
着
手

国
道
、
金
沢
～
岐
阜
腺
に
か
か
る

君
が
代
橋
は
、
昭
和
三
十
一
年
十
一

月
着
工
、
総
工
費
八
、
六
二
一
万
円

を
費
L
て
い
よ
い
よ
今
年
中
に
完
成

す
る
こ
と
に
な
り
室
し
た
。

　

八
月
五
日
、
敦
賀
市
の
日
本
P
S

ユ
ン
ク
ジ
ー
ト
E
K
に
よ
っ
て
上
部

工
工
事
に
着
工
、
こ
の
十
二
月
に
は

ス
’
I
ト
な
永
久
橋
が
お
目
見
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

（
写
真
は
上
部
工
の
準
備
作
業
）

良
い
大
野
米
の
出
荷

に
努
め
ま
し
よ
う

　

今
年
仏
稲
の
出
穂
か
ん
ば
し
く
四

年
続
ざ
の
大
1
作
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
’
1
．
1
れ
は
、
好
気
象
に
恵
ま
れ

た
こ
と
と
農
業
科
学
の
進
歩
と
さ
ら

に
農
民
の
粒
々
辛
苦
の
賜
で
し
よ
、
り

さ
て
こ
の
大
豊
作
の
喜
び
に
報
い
る

た
め
に
乾
燥
の
良
い
硬
質
米
の
生
産

に
つ
と
め
、
過
去
の
軟
質
米
の
汚
名

を
一
掃
す
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
よ

　

今
年
の
米
価
な
ら
び
に
等
級
格
差

お
よ
び
早
場
米
時
期
別
格
差
は
次
の

と
お
り
で
す
。

△
基
本
米
価
六
十
キ
ロ
グ
ー
フ
ム
当
、

　

玄
米
三
等
、
裸
三
、
八
八
〇
円

△
等
級
別
価
格
差
一
～
四
等
各
八

　

〇
円
、
四
～
五
等
二
〇
〇
円

△
早
場
米
時
期
別
格
価
差
、
九
月
三

　

十
日
ま
で
三
二
〇
円
、
十
月
十
日

　

ま
で
二
四
〇
円
、
十
月
二
十
日
ま

　

で
一
六
〇
円
、
十
月
三
十
一
日
ま

　

で
八
〇
円

△
包
装
代
二
軍
俵
、
一
俵
当
り
一
一

　

〇
円八

月
気
象
予
報

〔
概
況
〕
中
旬
ま
で
は
北
太
平
洋

の
高
気
圧
が
本
邦
を
覆
う
た
め
夏
型

の
晴
天
が
多
い
で
す
が
、
月
の
後
半

に
は
前
線
が
南
下
し
て
天
気
は
崩
れ

や
す
く
な
り
、
と
き
ど
き
に
わ
か
雨

が
あ
り
玄
し
よ
う
。

　

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
は
、
台

風
が
接
近
し
て
風
雨
が
強
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

（
完
成
し
た
東
大
月
橋
）

「
新
生
活
運
動
は
時
間
厳
守
か
ら
」

を
台
い
こ
と
ば
に
、
明
る
い
部
落
盾

動
が
行
わ
れ
て
い
る
萩
が
野
区
を
訪

れ
ま
す
と
、
米
村
藤
四
郎
区
長
は
懇

切
に
時
間
敵
辱
に
よ
っ
て
、
明
る
く

な
っ
た
集
会
の
模
柏
な
ど
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

萩
が
野
区
は
、
ま
几
頭
竜
川
に
か
か

る
阪
谷
橋
C
貳
側
に
位
置
し
て
い
て

戸
数
は
二
十
六
戸
あ
り
ま
す
。

　

従
前
は
こ
の
区
の
集
会
も
、
他
地

区
の
例
の
如
く
集
会
の
時
間
が
守
ら

れ
ず
、
い
っ
始
ま
っ
た
と
も
な
く
た

だ
雑
談
に
終
っ
た
り
、
口
論
の
末
、

け
ん
か
別
れ
を
し
た
り
L
て
時
間
の

無
駄
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
わ
け

で
し
た
か
ら
、
集
会
の
出
席
者
も
喊

る
一
方
で
し
た
。

　

私
は
こ
う
し
た
従
来
の
や
り
方
を

改
め
て
、
な
ん
と
か
し
て
時
間
の
空

費
を
盾
き
、
明
る
く
有
意
義
な
集
会

を
作
り
た
い
と
考
え
玄
ず
部
落
の

中
央
に
如
I
心
場
前
に
掲
示
板
を
作

り
、
集
会
の
数
日
前
か
ら
剛
議
事
項

を
記
し
て
区
民
に
徹
底
さ
せ
ま
し
た

そ
の
上
、
回
覧
板
を
回
し
て
区
民
に

さ
ら
に
協
議
事
項
の
趣
旨
の
徹
底
を

は
か
り
集
会
の
心
の
準
備
を
さ
せ
て

お
く
よ
う
に
努
め
た
の
で
あ
り
ま
す

　

集
会
の
当
日
は
、
自
ら
定
刻
十
五

分
前
に
道
場
に
出
か
け
、
五
分
圀
に

な
る
と
道
場
入
口
に
つ
る
L
て
あ
る

大
タ
イ
ご
ざ
打
鳴
ら
し
て
合
図
を
し

瓦
し
た
。

　

出
席
者
は
出
席
簿
に
記
人
し
、
五

分
過
ぎ
に
な
る
と
開
会
し
ま
す
。
議

題
は
一
つ
ず
つ
可
否
の
決
議
を
取
り

発
言
に
つ
い
て
も
二
～
三
人
の
人
に

独
占
さ
す
よ
う
な
こ
と
は
止
め
、
多

く
の
人
が
発
言
で
き
る
よ
う
に
ト
む

け
て
き
た
の
で
会
議
も
活
発
に
な
り

玄
し
た
。

　

従
っ
て
開
会
中
は
無
駄
話
も
な
く

議
事
の
進
行
も
z
ム
ー
ス
に
運
ば
れ

こ
よ
う
に
な
っ
た
の
G
、
約
三
十
分

ほ
ど
で
犯
会
は
終
り
ま
す
。
あ
と
は

自
由
で
帰
る
人
や
ら
明
る
い
話
題
に

花
を
咲
か
す
人
や
ら
で
、
最
近
は
集

会
の
出
席
率
も
増
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
爪
痕
は
開
か
れ

る
ご
と
に
明
る
さ
を
削
し
、
建
設
的

な
意
見
も
活
発
と
な
り
明
る
い
村
作

り
の
基
盤
が
つ
ち
か
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
玄
し
た
。

　

又
昭
和
三
十
一
年
四
月
に
は
自
警

団
を
創
設
し
、
二
十
五
万
円
を
出
し

て
（
内
十
万
円
は
市
補
助
）
小
型
動

力
ポ
ン
プ
を
購
入
、
月
に
二
回
は

消
防
操
法
の
訓
練
や
、
放
水
試
験
を

行
い
、
玄
だ
今
年
の
四
月
に
は
部
落

電
話
の
取
付
も
終
る
な
ど
、
次
々
と

明
る
い
文
化
的
な
村
作
り
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
最
初
は
時
間
励

行
を
基
に
し
た
村
民
の
協
力
体
制
が

で
き
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

熱
意
に
燃
え
た
氏
の
話
は
容
易
に

つ
き
そ
う
も
あ
り
玄
せ
ん
で
し
た
が

氏
の
ご
労
苦
に
敬
意
を
表
し
て
辞
1

ま
し
た
。

（集会あいずをする米村区長）

山
火
事
予
防
標
語

懸
賞
募
集

周
鴎
H
餉
一
端
U

　

林
野
庁
で

は
本
年
よ
り

新
し
い
意
匠

で
山
火
事
防

止
の
標
板
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
標
板
に
用
い
る
山
火

事
予
防
の
標
語
を
次
の
要
領
で
募
集

し
て
い
ま
す
か
ら
1
つ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

一
、
あ
て
先
東
京
都
中
央
郵
便
局

　

区
内
林
野
庁
造
林
保
護
課
内

　

森
林
保
険
研
究
会

二
、
締
切
昭
和
三
十
三
年
九
月
十

　

五
日

三
、
賞
金
入
選
二
、
〇
〇
〇
円
（

　

五
点
）
佳
作
三
〇
〇
円
（
一
〇

　

点
）

四
、
入
選
発
表
昭
和
三
十
三
年
九

　

月
二
十
日

△
標
語
懸
賞
募
集
要
領

一
、
山
火
事
予
防
に
効
果
が
あ
る
標

　

語
で
字
数
は
一
句
二
十
字
前
後
。

二
、
採
用
標
語
は
字
句
の
異
な
る
も

　

の
五
板
を
一
組
と
し
て
。
入
山
者

　

通
行
人
の
多
い
山
道
に
五
〇
～
一

　

〇
〇
メ
ー
ト
ル
お
き
に
立
て
る
も

　

の
で
す
。

三
、
標
語
は
「
○
○
す
る
な
」
と
い

　

う
よ
う
な
禁
止
文
句
で
な
く
、
例

　

に
示
す
よ
う
な
相
手
の
良
識
に
訴

　

え
る
句
が
望
ま
し
い
。

　

（
例
ち
よ
つ
と
待
て
も
う
一
度
見

　

よ
う
た
き
火
あ
と
）

四
、
応
募
は
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
三
句
以

　

内
で
す
。

五
、
応
募
範
囲
は
別
に
制
限
あ
り
ま

　

せ
ん
。

区
集
会
の
運
営
に
一
工
夫

時
間
を
守
る
萩
が
野
区
の
集
会
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保
険
税
の
固
定
資
産

割
額
に
つ
い
て

　

M
子
保
険
税
の
固
定
資
産
割
額

　

の
算
｛
E
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か

（
答
）
世
帯
主
お
よ
び
国
保
の
被
保

険
者
で
あ
る
世
帯
員
の
そ
の
年
度
に

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
固
定
資
産

税
の
う
ち
、
償
却
資
産
を
除
い
た
土

地
お
よ
び
家
屋
に
係
る
部
分
の
額
を

課
税
標
準
と
し
、
こ
れ
に
税
率
を
乗

じ
て
算
定
い
た
し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
国
保
の
被
保
険
者
で

な
い
世
帯
員
の
資
産
な
ど
は
課
税
対

象
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　

M
子
で
は
世
帯
主
が
国
保
に
加

　

入
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
家
族
の

　

中
の
被
扶
養
者
が
国
保
に
入
っ
て

　

い
る
場
合
、
世
帯
主
で
あ
る
以
上

　

固
定
資
産
税
も
保
険
税
資
産
割
額

　

の
課
税
対
象
に
な
る
わ
け
で
す
ね

（
答
）
そ
う
で
す
。
こ
の
場
合
、
国

保
の
被
保
険
者
で
あ
ろ
世
帯
主
と
み

な
し
て
保
険
税
が
課
せ
ら
れ
る
の
で

所
得
と
同
様
固
定
資
産
（
未
相
続
の

先
代
ま
た
は
死
亡
者
の
分
を
含
む
）

に
つ
い
て
も
課
税
対
象
に
な
る
わ
け

で
す
。岸

本
さ
ん
（
松
丸
）

に
知
事
表
彰

第
二
回
県
母
子
福
祉
大
会

　

「
母
と
子
を
し
あ
わ
せ
に
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
第
二
回
福
井
県

母
子
福
祉
大
会
は
七
月
二
十
六
日
午

前
九
時
か
ら
福
井
市
公
会
堂
で
約
千

人
が
参
集
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
場
で
、
岸
本
ち
え
の
さ

ん
（
松
丸
）
が
知
事
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
岸
本
さ
ん
は
家
庭
を
守
る
か

た
わ
ら
昭
和
二
十
二
年
か
ら
九
年
間

の
長
い
間
市
民
生
委
員
と
し
て
気
の

毒
な
人
の
た
め
に
尽
し
て
き
ま
し
た

一
今
月
の
行
立
ｆ

上
旬
△
社
会
体
育
指
導
研
修
会

七
日
（
木
）
△
臨
時
市
議
会
と
き

　

午
後
一
時
と
こ
ろ
下
庄
出
張

　

所
△
阪
谷
地
区
慰
霊
祭

九
、
十
日
△
青
年
団
女
子
問
題
研

　

究
会
お
よ
び
指
導
者
講
習
会
と

　

こ
ろ
乾
側
小
学
校

中
旬
△
文
化
財
保
護
委
員
会

　

△
戸
籍
事
務
研
究
会

十
三
日
（
水
）
△
和
牛
種
付
奨
励
講

　

演
会
と
き
午
前
九
時
と
こ
ろ

　

農
協
連
大
野
支
所
△
公
民
館
職

　

員
研
修
会

下
旬
△
新
生
活
運
動
推
進
協
議

　

会
△
社
会
教
育
委
員
会
△
婦

　

人
会
指
導
者
講
習
会

二
十
七
日
（
水
）
△
新
生
活
教
室

　

と
こ
ろ
萩
が
野
部
落

三
十
日
（
木
）
△
新
生
活
教
室
と

　

こ
ろ
千
年
部
落

｝
声

み
ど
り
公
園
に

つ
い
て
想
う
事

夕
方
、
風
呂
に
行
く

途
中
、
ふ
と
見
る
と
み
ど
り
公
園
に

可
愛
ら
し
い
池
が
出
来
て
い
ま
し
た

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

九
頭
竜
峡
ヘ
ハ
イ
キ
ン
グ

か
竜
ど
め
し
こ
頭
よ
止
涼

こ
九
に
魚
お
乱

ヽ
ヽ
下
る
な
あ
と
巻
の
す
夏
で

る
圧
壁
畳
と
ス
ゆ
の
絶
重
壁
一

お
漢
つ
が
善
ユ
を
谷
立
石
法
グ

ス
峡
り
匝
る
ン
バ
が
そ
齢
か
キ

鉄
間
そ
奇
か
イ
国
の
・

ヽ
が
″
で
粁
る
淵
滝
の

原
九
あ
午
り
好
勝
約
で
三
降
絶

西
ら
峡
む
霧
い

滋磁諏眠草l稀

良
吏
高
橋
三
蔵
の
留
任
運
動

小
矢
戸
区
六
左
衛
門
ら
の
上
府
歎
願

　

幕
末
こ
ろ
の
役
人
と
い
え
ば
、
ど

れ
も
こ
れ
も
威
張
る
の
と
、
無
理
に

税
を
納
め
さ
せ
る
こ
と
が
仕
事
で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
天
恵
と
い
う
か
、

時
に
は
良
い
役
人
も
あ
っ

た
。

　

公
領
本
保
陣
屋
の
役
人

に
、
高
橋
三
蔵
と
い
う
良

吏
が
あ
っ
た
。
至
誠
一
貫

領
民
の
た
め
に
誠
実
な
政

ご
と
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ

が
文
久
二
年
（
一
八
六
二

）
七
月
、
突
如
江
戸
転
勤
と
な
っ
た

慈
父
の
如
く
敬
愛
し
て
い
た
三
蔵
殴

の
江
戸
詰
、
領
民
は
男
女
老
若
を
間

わ
ず
驚
き
泣
い
た
。

　

心
か
ら
留
任
を
熱
望
し
た
。
い
わ

ず
し
て
留
任
の
声
が
盛
り
あ
が
つ
た

丹
生
、
南
条
、
今
立
、
大
野
の
領
分

百
五
十
二
ヵ
村
は
総
立
と
な
り
、
命

を
か
け
て
留
任
歎
願
を
決
し
た
。

　

わ
れ
も
わ
れ
も
と
率
先
江
戸
行
歎

願
を
申
出
た
。
け
れ
ど
も
何
十
人
何

百
人
が
江
戸
へ
押
か
け
る
こ
と
は
、

却
っ
て
幕
府
の
誤
解
を
受
け
る
こ
と

を
恐
れ
、
代
表
者
を
三
十
人
に
し
ぼ

り
、
更
に
十
人
に
し
ぼ
り
、
よ
う
や

く
に
し
て
三
人
に
し
ぼ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

三
人
と
い
う
の
は
、
大
野
市
小
矢

戸
区
の
六
左
衛
門
、
今
立
郡
下
真
柄

村
の
助
右
衛
門
、
南
条
郡
上
平
吹
村

の
八
兵
衛
で
あ
る
。
三
人
は
直
ち
に

歎
願
書
を
作
成
し
、
多
数
の
領
民
に

送
ら
れ
命
を
か
け
て
上
府
し
た
。
そ

の
時
の
歎
願
1
の
写
し
が
小
矢
戸
六

左
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
尾
野
重
吉
氏

が
所
持
し
て
い
る
。
今
そ
の
要
点
を

抜
粋
し
て
見
る
。

　

高
橋
三
蔵
様
儀
は
、
御
政
事
向
正

　

し
く
行
と
ど
き
侯
故
、
里
方
は
申

　

す
に
及
ば
ず
、
極
山
中
辺
ぴ
海
岸

　

所
之
村
々
に
至
る
迄
残
る
所
な
く

一
同
帰
服
仕
候
。
多
年
御
勤
に
候

え
共
物
事
篤
実
に
而
奢
侈
之
風
更

に
御
座
な
く
候
に
付
、
自
然
下
方

之
者
に
移
り
行
き
村
入
用
は
勿
論

郡
中
入
用
も
年
々
相
減
じ
、
無
益

の
出
費
相
か
か
ら
ず
、
村
々
円
満

に
治
り
申
候
・
・
・
…
…
小
前
の
者
と

い
え
ど
も
小
作
不
納
不
致
候
に
付

御
上
へ
の
御
年
貢
上
納
相
滞
り
候

事
曾
て
之
な
く
候
…
…
…
一
一
一
蔵
様

御
在
官
中
一
度
も
訟
訴
出
入
無
之

村
々
に
お
い
て
は
何
程
之
御
救
助

に
候
や
算
し
が
た
く
、
旁
以
万
端

右
に
順
じ
侯
に
付
此
上
と
も
永
く

御
詰
勤
下
さ
れ
候
わ
ば
猶
更
以
取

締
も
行
と
ど
き
申
す
べ
し
と
一
同

相
歓
罷
在
侯
＠
一
一
●
●
●
一
●
一

な
ど
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
最
後
に

ど
う
し
て
も
三
蔵
様
が
転
勤
と
な
る

な
ら
ば
領
内
に
大
騒
動
か
起
る
か
ら

是
非
留
任
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
熱
涙

を
し
ぼ
っ
て
歎
願
し
た
。
歎
願
の
趣

旨
が
幕
府
の
役
人
に
も
多
少
わ
か
っ

た
と
見
え
、
転
勤
が
い
く
ら
か
の
び

た
よ
う
で
あ
る
。

　

小
矢
戸
区
六
左
衛
門
は
本
保
領
内

の
有
力
者
で
あ
り
、
こ
う
し
た
犠
牲

的
精
神
に
燃
え
た
人
で
あ
っ
た
。
こ

の
祖
先
作
衛
門
も
宝
永
元
年
、
（
一
七

〇
四
）
幕
府
へ
減
税
に
つ
き
歎
願
し

全
財
産
を
取
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

る
家
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
中
に
は
稚
魚
が
泳
い
で

い
ま
し
た
。
き
っ
と
誰
か
が
趣
を
添

え
よ
う
と
、
放
し
た
も
の
で
し
ょ
う

　

そ
の
魚
を
見
て
い
る
内
に
、
ふ
と

こ
ん
な
事
を
考
え
ま
し
た
。
池
は
浅

い
し
、
こ
う
直
射
日
光
を
浴
び
て
は

水
が
ぬ
る
ん
で
稚
魚
も
大
変
だ
ろ
う

と
、
私
は
市
当
局
へ
御
願
い
し
ま
す

ど
う
か
、
こ
の
可
愛
ら
し
い
魚
に
木

蔭
を
与
え
て
や
っ
て
下
さ
い
。
池
の

面
に
ゆ
れ
る
木
蔭
の
下
で
、
稚
魚
達

は
ど
ん
な
に
ょ
ろ
こ
ぶ
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
池
の
真
中
頃
に
二
、
三
尺
の

深
み
を
作
っ
て
欲
し
い
事
で
す
。

　

又
池
の
ほ
と
り
に
、
と
う
ろ
う
を

建
て
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。
夕
涼
み

の
ひ
と
と
き
、
灯
影
が
池
の
面
に
散

る
の
も
風
情
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
公
的
設
備
は

我
々
市
民
が
お
互
に
心
し
て
大
切
に

扱
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　

折
角
植
え
た
木
を
折
っ
た
り
、
ペ

ン
チ
を
傷
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
、

大
野
市
民
と
し
て
恥
か
し
く
な
い
公

徳
心
を
持
つ
よ
う
心
が
け
、
又
、
市

当
局
か
ら
も
御
指
示
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

啼
ん

．
メ

1

△
か
ん

た
ん
な

ゆ
で
卵

卵
を
き

れ
い
に
洗
い
、
た
い
て
い
る
ご
は

ん
の
水
気
が
な
く
な
っ
た
頃
に
入

れ
て
お
き
ま
す
と
、
上
手
に
出
来

ま
す
。

△
ご
み
入
れ
に
新
聞
紙
を

野
菜
く
ず
や
何
か
の
ゴ
ミ
入
れ
に

は
内
側
に
新
聞
紙
を
し
い
て
お
き

ま
す
と
箱
が
汚
れ
ず
便
利
で
す
。
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